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大分県 ～令和4年度～

1. 「海」をテーマにした情報収集

➢ 特産魚等への気候変動影響

➢ 気候変動と海に関するアンケート

➢ 藻場調査結果のＧＩＳデータ化（デジタルマップに可視化）

2. 「温泉」をテーマにした情報収集

➢ 暑い時期でも温泉を楽しむ方法

➢ 温泉に対する気候変動影響又は温泉を活用した適応策

3. 県内事業者対象とした情報収集

➢ 気候変動をプラスに変えるビジネスに関するワークショップ

➢ 県内事業者の適応策の収集

令和４年度 国民参加による気候変動情報収集・分析委託事業

（環境省委託事業）

《目的》

地域の気候変動影響の把握や、地域住民の気候変動適応への理解促進

➢ 藻場調査結果のＧＩＳデータ化（デジタルマップに可視化）



➢ 藻場調査結果のＧＩＳデータ化（デジタルマップに可視化）

現状

• 藻場は生物生産や環境保全の場であり、生物多様性や漁業の面から非常に重要。

• 気候変動（高水温化）の影響も全国的に報告されている。

• 大分県はH16から調査を実施。調査結果（紙媒体）の活用は一部の漁業者のみ。

取組

• 調査結果（現状や経年変化）を“見える化（ＧＩＳデータ化）”

• センターHPで公開し、漁業関係者以外にも広く情報発信

効果

• 現状把握や今後の適応方針を検討する基礎資料となる。

• 県民が気候変動影響について考えるきっかけになる。

GIS（Geographic Information System） 「地理情報システム」

様々な地理情報をコンピューター地図上に可視化し、情報の関係性、パターン、傾向などをわかりやすいかたちで表示するもの。



概要
委託先 ： ESRIジャパン株式会社

手 法 ： ArcGISを用いた藻場情報のGIS化

データ ： 大分県水産振興課が所管するH16年度からR2年度までの藻場調査結果

対 象 ： 上記調査結果のうち、各種情報がExcelデータとして存在しているエリア

項 目 ： 地点情報、海藻分類（8種）、被度階級、推定面積、経年変化 etc.
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ホンダワラ類（褐藻） カジメ類（褐藻） テングサ類（紅藻） アオサ類（緑藻）

アマモ類 オゴノリ類 ヒジキ ワカメ（褐藻）



藻類毎の面積割合



藻類毎の被度分布



面積の経年変化



導入（はじめに）



各藻類の面積・割合



各藻類の被度



藻場面積の比較（経年変化）



今後の展開（案）

• ＨＰや環境学習・イベント等にて、気候変動影響（生態系の変化）として紹介

• データ公開エリアの拡大（豊前海、豊後灘、別府湾、豊後水道北部・中部・南部）

• 他の魚種等との関連性調査

【イメージ】

：他魚種の分布情報等
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ご清聴ありがとうございました。
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